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自己紹介
 2000年ごろから 災害ボランティア
 1999年鳥取県西部地震
 2002年芸予地震 岡山県災害救援専門ボランティア研修
 2004年玉野市高潮災害 西条市・四国中央市
 2005年岩国市美川町
 2006年新見行方不明者捜索
 2009年美作市
 2010年防災士受講
 2011年東日本大震災
 2014年広島市土砂災害
 2016年熊本地震
 2018年西日本豪雨災害
 2019年佐賀県武雄市水害
 2024年能登地震









災害ボランティアにはまる。

 ほぼ毎年 どこかの被災地にでかけて ボランティアをしている。
 倉敷市の福祉バスを借り、仲間を募集してでかけたことも何度もあり
 2011の東日本大震災では倉敷市よりボランティアに行かせてもらった。
 陸前高田市の地獄の光景を見て 人生を改めて考えた。

 その現場で見たものを伝えたい 経験を活かしたい

 現在の活動につながっている



自主防災組織・防災士
に求められる役割とは?

 仲間を作る
 自分の地域の危険を知る
 対策をたてる
 訓練をする
 備蓄をする
 災害が起こったら どうするか? みんなで考える
 多くの人に知ってもらって 一緒に備えてもらう



一人で悩まない
 仲間をつくる
 近くの公民館に行って 防災関係の講座やイベントがないか?調べる
 町内会・自主防災会とつながる
 地域の活動に加わる＞お祭り・子ども食堂
 他の公民館などの防災関係の講座やイベントに顔をだしてみる
 いろんな講座や研修会にでてみてつながりをつくる

 どうしても というときには 災害支援ネットワーク岡山
 情報共有会議をごらんください。毎月第一木曜日19時より ZOOMにて
 フェイスブックにて配信してます。





自主防災の仕事とは?
 今までの自主防災では命が救えないことをつきつけられた。



役員さんが避難を呼びかけるだけの
避難行動では犠牲者は救えない

マイタイムラインの徹底で自らがタイミングを見て 事前避難できる体制

危険になる前に集会所に集まる

炊き出しの準備を始めるなどの工夫を



子ども・女性を巻き込む活動を



犠牲者をなくすためには?

 進まない要支援者への支援計画づくり＞命に直結する。

 誰かに支援してほしいと 望んでいるけど なすすべがない。

防災士の出番
 個人情報をいただくために 直接ご本人を訪問する

 介護関係者・福祉支援者との連携を

 毎年 岡山県が講座を開催している。



個別避難計画に係る研修会（予定）
①防災対応力向上基礎研修（福祉関係者向け）
10月20日（月）岡山会場
11月４日（火）津山会場
②福祉対応力向上基礎研修（防災関係者向け）
10月19日（日）岡山会場
11月３日（月・祝）津山会場
③防災関係者及び福祉関係者（①または②の受講者）による意見交換会
11月10日（月）岡山会場
④個別避難計画作成の中核的な人材育成研修
11月29日（土）津山会場
11月30日（日）岡山会場

※研修の詳細、募集時期については、決定次第、県危機管理課HPに掲載



講話よりもワークショップが効果的

 防災の話をしろ って言われるとかなりのスキルが必要だが
 ワークショップなら 一緒に学べるし それを繰り返せば スキルもあがる。

 避難所運営ゲーム・防災まち歩き・防災マップづくり・家庭内ＤIG・パック
クッキングで炊き出し訓練・段ボールトイレづくり・土嚢積み・消火器・
車いす搬送訓練・胸骨圧迫とAED・止血・搬送訓練・新聞紙食器・スリッパ
などなど 実際に手や体を動かすワークショップと小さいグループにわかれて
意見・情報交換を少しでも行うと効果が高い。





公民館を利用しよう
 岡山市の場合 社会教育主事・地域担当職員を配置している（防災士もいる）
 地域の学校・町内会と連携して地域づくりをしている拠点

 公民館だよりなどで講座などの情報が事前にわかる。

 また、くらしき防災士の会 総社防災士会もそれぞれ活動しています。











今後の予定
防災リーダー養成講座を計画しています

 防災士・地域で自主防災にかかわるひとたちむけに
 実践的な講座を開催したいと思っています。
 避難所運営ゲーム 防災町歩き 防災マップづくり 家庭内DIG

 話し方講座・パッククッキング・大量調理のこつ



無理なく 楽しめる活動を

 自分は防災と同時にあしもりみんなの食堂をやっています。

 地域の人たちとのつながりを作るだけではなく 福祉プラットフォームに

 大量調理ができるようにしておくと 災害時の炊き出しができる

 実際にこの夏 みんなの食堂が大井地区の防災キャンプの炊き出しを計画しいる。





南海トラフは必ずやってくる

 確実に100％に近づいている。

 気候変動は激化している。（海水温の上昇）

 目標は安心安全の地域をつくること。ここから犠牲者は出さない。

 焦らず できることを少しづつ 仲間と楽しみながらやりましょう





一旦 ここまで 質疑応答



子どもを巻き込む防災






